
 

平 成 ２９年 ７月 １８日 

航 空 局 運 航 安 全 課 

安 全 企 画 課 

東京都調布市の小型航空機墜落事故に関する 

運輸安全委員会勧告を受けて、更なる取組を行います 

 

 

 

 

本日、運輸安全委員会により、平成２７年７月２６日に東京都調布市で発生した小型航

空機墜落事故に関する航空事故調査報告書の中で、自家用小型機の運航の安全性の向上を

図る必要があるとして、国土交通大臣（航空局）に対して勧告が行われました。 

同勧告を受け、航空局では以下の対応を行って参ります。 

 

１．勧告内容  

（１）自家用小型機の操縦士に対し、以下の理解促進及び指導強化を実施すること。 

・ 飛行前に性能上の最大重量を確認する重要性の理解促進 

・ 離陸中に性能低下が発生した時に再接地する等の対処方法の確認について指導強化 

（２）空港の設置・管理者に対し、滑走路長を最大限に利用するための事例（誘導路の接

続方法等）を周知すること。 

 

２．航空局における対応  

航空局では事故直後から、離陸重量等の出発前の確認手順の再点検を含む注意喚起文書

の発出、航空安全講習会の開催、安全啓発リーフレットの配布等、再発防止の取組みを実

施中ですが、今回の勧告を受け、更に以下の取組みを行って参ります。 
 
（１）自家用小型機の操縦士に対する理解促進・指導強化 

①改めて、小型航空機の運航者や関係団体に対し注意喚起文書（別添１）を発出 

②勧告内容等を踏まえたリーフレットを今後作成・配布し、定期的な技能審査の機会

に理解を確認 

③事故直後から全国主要空港において開催している航空安全講習会を引き続き実施 

④国土交通省のホームページを通じて更なる安全啓発 

（２）空港の設置・管理者に対する周知 

空港の安全性向上に寄与すると考えられる方法として、ターニングパッドや取付誘導路の配

置によって既存の滑走路長を最大限に利用している事例を取りまとめ、空港の設置・管理者に

対し周知文書（別添２）を発出 

 

 

 
【問い合わせ先】 
２．（１）関連 ： 航空局安全部運航安全課 小西、高垣 

連絡先 ： 03-5253-8111（内線 50104, 50137）、03-5253-8737（直通） 
２．（２）関連 ： 航空局安全部安全企画課空港安全室 芦田、佐粧 

連絡先 ： 03-5253-8111（内線 49503, 49536）、03-5253-8701（直通） 

航空局は、運輸安全委員会からの勧告を受け、自家用小型機の操縦士に対する理解促進 

指導強化や、既存の滑走路長を最大限に利用している事例を空港の設置・管理者に周知す

る対応を行います。 


